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公安委員会定例会議(第21回)の開催状況 

 

第１ 日 時 令和２年９月２日(水) 

       午後２時05分 ～ 午後５時15分 

   

第２ 出席者 曽我部委員長、渡部委員、増田委員 

本部長、総務室長、警務部長、首席監察官 

生活安全部長、刑事部長、交通部長、警備部長 

警察学校長、情報通信部長、総務課長 

 

第３ 議事の概要 

 １ 増田委員説示 

   災害に備えたり、組織を運営するうえで「記録を残すこと」と「記憶す

ること」が重要であることは、これまで委員長や委員の説示で述べられて

いるとおりです。 

   東北地方は、この百十五年の間に三度、巨大地震による大津波に襲われ

ています。明治三陸地震（1896年）、昭和三陸地震（1933年）のいずれの

時も、先人は災害記念碑を建てていますが、年月が経過するにつれ、二つ

に折れて転がり碑文が読めなくなる、場所を移動させられ碑の存在自体が

忘れられてしまうなど、津波の脅威を後世に伝えようとした先人の思いが

風化し途切れてしまっていました。 

次の災害が来る時まで、その記憶を伝えられるかがカギとなってきます。

東日本大震災で大きな被害を受けた宮城県の女川中学校の生徒たちは、「こ

こは、津波が到達した地点なので、絶対に移動させないでください。もし、

大きな地震が来たら、この石碑よりも上へ逃げてください。逃げない人が

いても、無理矢理にでも連れ出してください。家に戻ろうとしている人が

いれば、絶対に引き止めてください。」と書かれた「いのちの石碑」を作

り、千年先の女川町に向けてメッセージを伝えようとしています。 

   物理学者寺田寅彦は、随筆「津浪と人間」の中で、“（こういう災害を防

ぐ）唯一の方法は、人間がもう少し過去の記録を忘れないように努力する

外はないであろう”と述べています。我々も、人々を天災から守るために、

「記録を残すこと」と、「それを記憶し続ける意思を代々引き継いでいく

こと」を工夫し実践していきたいものです。 

 

２ 決裁事項 

 ⑴ 公安委員会定例会議の会議録 
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    総務室から、令和２年第20回公安委員会定例会議の会議録について伺

いがあり了承した。 

  ⑵ 公安委員会宛て苦情申出の受理 

    総務室から、公安委員会宛て苦情申出の受理に関する伺いがあり了承

した。 

  ⑶ 禁止命令等実施報告 

    生活安全部から、禁止命令等実施に関する伺いがあり了承した。 

 

３ 報告事項 

 ⑴ 仮想通貨自動売買システム利用契約名下にかかる特定商取引に関する

法律違反・詐欺事件の検挙 

   生活安全部長から、仮想通貨自動売買システム利用契約名下にかかる

特定商取引に関する法律違反・詐欺事件の検挙について報告があった。 

 ⑵ 愛媛県暴力団排除条例及び松山市暴力団排除条例の改正 

   刑事部長から、愛媛県暴力団排除条例及び松山市暴力団排除条例の改

正について報告があった。 

 ⑶ 第50回全国白バイ安全運転競技大会の実施 

   交通部長から、第50回全国白バイ安全運転競技大会の実施について報

告があった。 

 ⑷ 初任科生卒業式の実施 

   警察学校長から、初任科生卒業式の実施について報告があった。 

 ⑸ 監察案件に関する報告 

   警務部から、監察案件に関する報告があった。 

 ⑹ 適正捜査の推進 

   刑事部から、適正捜査の推進について報告があった。 

   委員から「引き続き、適正捜査に努めていただきたい」との発言があ

った。 

 ⑺ 新居浜市宮西町における強盗致傷事件検挙 

   刑事部から、新居浜市宮西町における強盗致傷事件の検挙について報

告があった。 

 ⑻ 未成年者誘拐事件被疑者の検挙 

   刑事部から、未成年者誘拐事件被疑者の検挙について報告があった。 

   委員から、「迅速な検挙につなげていただいた。御苦労様でした」と
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の発言があった。 

 ⑼ 重傷ひき逃げ事件の検挙 

   交通部から、重傷ひき逃げ事件の検挙について報告があった。 

 ⑽ 交通規制に関する報告 

   交通部から、交通規制に関する報告があった。 

 

４ その他 

⑴ 本部長から「委員説示のとおり、災害対応等も含め、記憶しておこう

と思わせる記録を作成し、いかに次世代に記憶を風化させないで引き継

いでいくかが重要である。」との発言があった。 

⑵ 警備部長から、台風９号及び台風10号に関する発言があった。 

                           以 上 


